
 

 

私⽴ 千葉商科⼤学付属⾼等学校 シラバス 

 
 

理科「生物（２年普通科総合進学コース）」 
単位数 ３単位 学科 普通科 

学年 ２ 組 Ａ〜Ｃ，Ｅ 

 

１ 学習の目標，評価の観点，内容及び評価方法 

 

学習の目標 

生物や生物現象に関わり，観察 ・実験などを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために

必要な資質・能⼒を以下のように育成する。 

・生物学の基本的な概念や原理 ・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験

などに関する基本的な技能を身に付ける。 

・観察，実験などを通して，科学的に探究する⼒を養う。 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環

境の保全に寄与する態度を養う。 

・一般選抜型入試に対応できる能⼒を養う。 

 

育成する資質能⼒ 「思考⼒」「判断⼒」「表現⼒」 

学校ルーブリック項目 
「向上心」「自律」「自己肯定感」「友愛」「創造性」「社会貢献」「思考⼒」「判断⼒」「表現⼒」「人

間関係⼒」 

 

評価の 

観点 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

評価の 

内容 

生物学の基本的な概念や原理・法則の

理解を深め，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する技能が

身に付いたか。 

自然の事物・現象の中に問題を⾒い

だし，⾒通しをもって観察，実験な

どを通して，科学的に探究する⼒が

身に付いたか。 

自然の事物・現象に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態度

と，生命を尊重し，自然環境の保全

に寄与する態度が身に付いたか。 

評価 

方法 

定期考査 定期考査・提出物など 提出物など 

配分 60％ 20％ 20％ 

 

２ 学習計画・使用教材 

 

学期 学習内容 学習のねらい 
備考（特記事項， 

他教科との関連など） 

第 

１ 

学 

期 

１．生命の起源と細胞の進化 

①生命の誕生 

②細胞の進化 

 
 
 
 
 
 

２．遺伝子の変化と遺伝子の組み合わ

せの変化 

①遺伝子とその変化 

②遺伝子の組み合わせの変化 

 
 

・生命が誕生したと考えられる場所

について理解します。 

・光合成生物の出現が地球環境に与

えた影響について科学的に理解しま

す。 

・細胞内共生について理解します。 

 

・突然変異について理解します。 

・DNA の塩基配列の変化によってア

ミノ酸配列が変化するしくみを理解

します。 

中間考査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．進化のしくみ 

①進化のしくみ 

②種分化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・一塩基多型の存在やその利⽤につ

いて理解します。 

・生物の種によって染色体の数や

形，核相が決まっていることを理解

します。 

・遺伝子座と遺伝子の関係を理解し

ます。 

・減数分裂における核相の変化につ

いて理解します。 

・減数分裂によって生じる配偶子の

染色体の組み合わせについて理解し

ます。 

・受精によって生じる染色体の組み

合わせについて理解します。 

・組換えが生じることによって，配

偶子の染色体構成が多様化すること

を理解します。 

・組み換え価について理解します。 

・三点交雑の結果から遺伝子間の相

対的な位置がわかること，これを⽤

いて染色体地図が描けることを理解

します。 

 

・遺伝子頻度について理解します。 

・一定の条件を満たす集団の遺伝子

頻度は変化しないこと（ハーディ

ー・ワインベルグの法則）を理解し

ます。 

・中⽴進化が生じるしくみや，集団

内に広まる要因について理解しま

す。 

・適応進化が生じる要因について理

解します。 

・自然選択と適応進化の例として，

工業暗化，擬態，鎌状赤血球症，性

選択，共進化があることを理解しま

す。 

・中⽴的な突然変異が一定の速度で

分子中に蓄積することを理解しま

す。 

・遺伝子重複について理解します。 

・隔離について理解しており，隔離

による種分化（異所的種分化）が起

こるしくみを理解します。 

・同所的種分化のしくみを理解しま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期末考査 



第２章 生物の系統と進化 

１．生物の系統 

①生物の系統と分類 

②細菌（バクテリア）とアーキア（古

細菌） 

③真核生物（ユーカリア） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．人類の系統と進化 

①人類の系統と進化 

・人為分類と系統分類の違いを理解

します。 

・種間に共通してみられるタンパク

質のアミノ酸配列の違いにもとづい

て系統関係を推定できることを⾒い

だして理解します。 

・分子時計の考え方を理解します。 

・分子時計を⽤いた種間の類縁関係

や分岐時期の推定法を理解します。 

・平均距離法を⽤いて系統樹を推定

します。 

・形態をもとに推定される系統樹が

分子系統樹と必ずしも一致しない理

由を理解します。 

・生物は，その共通性からいくつか

の界やドメインに分けられることを

理解します。 

・３つのドメインの系統関係を理解

します。 

・細菌に属する生物の特徴を理解し

ます。 

・アーキアに属する生物の特徴を理

解します。 

・五界説の考え方では，真核生物に

属します生物が，さらに 4 つに分け

られることを理解します。 

・原生生物，植物，菌類，動物の特

徴を理解します。 

・植物の系統関係を理解します。 

・動物の系統関係を理解します。 

・二名法による種の表し方を理解し

ます。 

・生物の分類の階級を理解します。 

 

・霊⻑類の進化の過程を理解しま

す。 

・霊⻑類および類人猿の形質の特徴

を理解します。 

・直⽴二⾜歩⾏と脳容積の変化との

関係について理解します。 

・人類の拡散のようすを理解しま

す。 

第 

２ 

学 

期 

第３章 細胞と分子 

１．生体物質と細胞 

①細胞を構成する物質 

 
 

・生物を構成する主な物質は，水，

タンパク質，脂質，炭水化物である

ことを理解します。 

中間考査 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．タンパク質の構造と性質 

①タンパク質の構造と性質 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．生命現象とタンパク質 

①酵素 

②膜輸送タンパク質 

③受容体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・水，タンパク質，脂質，炭水化物

の特徴を理解します。 

・生体膜は，リン脂質二重層にさま

ざまなタンパク質がモザイク状に分

布したものであることを理解しま

す。 

・真核細胞内の細胞骨格や構造体に

ついて理解します。 

 

・タンパク質は，アミノ酸がペプチ

ド結合によって多数つながった物質

であることを理解します。 

・タンパク質の一次構造，二次構

造，三次構造，四次構造について理

解します。 

・タンパク質の⽴体構造は，機能と

密接に関連していることを理解しま

す。 

 

・酵素が基質と結合することで活性

化エネルギーが小さくなり，反応が

進みやすくなることを理解します。 

・酵素の基質特異性を⽴体構造と関

連づけて理解します。 

・補酵素について理解します。 

・酵素の最適温度，最適 pH につい

て理解します。 

・酵素反応の阻害には，競争的阻害

と非競争的阻害があることを理解し

ます。 

・酵素反応ではフィードバック調節

がみられることを理解します。 

・選択的透過性について理解しま

す。 

・受動輸送と能動輸送との違いを理

解します。 

・チャネルと輸送体との違いを理解

します。 

・ナトリウムポンプの反応の流れを

理解します。 

・エンドサイトーシスとエキソサイ

トーシスについて理解します。 

・細胞膜に存在する 3 種類の受容体

につい，その特徴と情報伝達のしく

みを，それぞれ理解します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第４章 代謝 

１．代謝とエネルギー 

①同化と異化 

 
 
 
 
 
 

２．炭酸同化 

①光合成と葉緑体 

②光合成の過程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．異化 

①呼吸とミトコンドリア 

②発酵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 遺伝情報とその発現 

１．DNA の複製 

①DNA の構造と複製 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・代謝におけるエネルギーの流れに

ついて理解します。 

・同化と異化の違いを理解します。 

・代謝では，ATP，NADP+ ，

NAD+ ，FAD がエネルギーの受け渡

しに関わることを理解します。 

 

・葉緑体の構造を理解します。 

・植物の葉緑体に含まれる光合成色

素の種類と色について理解します。 

・吸収スペクトルと作⽤スペクトル

について理解します。 

・チラコイドで起こる反応の過程に

ついて理解します。 

・カルビン回路の過程について理解

します。 

・高温や乾燥に適応した植物におけ

る二酸化炭素固定の過程について理

解します。 

・植物の光合成と細菌の光合成・化

学合成との違いを理解します。 

 

・ミトコンドリアの構造を理解しま

す。・解糖系，クエン酸回路，電子

伝達系の各過程について理解しま

す。 

・脂肪やタンパク質が呼吸基質とな

った場合，どのような経路で呼吸の

過程に入っていくか理解します。 

・呼吸商から呼吸基質を推定しま

す。 

・呼吸と発酵の違いについて理解し

ます。 

・アルコール発酵と乳酸発酵の違い

を理解します。 

 

・DNA は，２本のヌクレオチド鎖が

互いに逆向きに結合した構造をとる

ことを理解します。 

・DNA 複製の際に働く各種酵素につ

いて理解します。 

・DNA 合成酵素が作⽤するためには

プライマーが必要であることを理解

します。 

・DNA の複製の際にはリーディング

鎖とラギング鎖が生じることを理解

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期末考査 



 
 
 
 
 
 

２．遺伝子の発現 

①転写 

②翻訳 

・半保存的複製を証明した実験手法

とその結果の解釈について理解しま

す。 

 

・RNA のヌクレオチドの種類と構造

を理解します。 

・真核細胞において転写が開始され

るしくみについて理解します。 

・RNA ポリメラーゼの働きについて

理解します。 

・スプライシングの過程について理

解します。 

・選択的スプライシングによって，

１種類の mRNA 前駆体から２種類以

上の mRNA がつくられることを理解

します。 

・遺伝暗号表について理解します。 

・リボソームの構造と働きを理解し

ます。 

・翻訳の過程を理解します。 

・原核生物における転写・翻訳の過

程について理解します。 

第 

３ 

学 

期 

第６章 遺伝子の発現調節と発生 

１．遺伝子の発現調節 

①遺伝子の発現調節 

 
 
 
 
 
 
 

２．発生と遺伝子の発現 

①動物の配偶子形成と受精 

②ショウジョウバエの発生における遺

伝子の発現調節 

③カエルの発生における遺伝子の発現

調節 

④発生過程にみられる多様性と共通性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・調節タンパク質による遺伝子の発

現調節について理解します。 

・原核生物におけるラクトースオペ

ロンの発現調節について理解しま

す。 

・真核生物における遺伝子の発現調

節について理解します。 

 

・動物の配偶子の形成過程を理解し

ます。 

・ウニの受精の概要を理解します。 

・発生は，体軸の形成，胚の区画

化，分化の方向の決定という過程を

経て進むことを理解します。 

・⺟性因子の濃度勾配にもとづいて

体軸が決定されることを理解しま

す。 

・発生過程において，調節遺伝子が

段階的に発現することによって胚の

区画化が起こることを理解します。 

・ショウジョウバエの各体節の構造

は，ホメオティック遺伝子群の発現

パターンにより決定されることを理

解します。 

・カエルの発生過程を理解します。 

学年末考査 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第７章 遺伝子を扱う技術とその応⽤ 

１．遺伝子を扱う技術 

①遺伝子の単離と増幅 

②遺伝子の構造や発現を解析する方法 

③遺伝子の機能を解析する方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．遺伝子を扱う技術の応⽤ 

①人間生活への応⽤ 

②遺伝子を扱う際の課題 

・中胚葉誘導について理解します。 

・神経誘導のしくみを理解します。 

・誘導の連鎖によって器官が形成さ

れることを，眼の形成を例に理解し

ます。 

・器官形成には複数の遺伝子の発現

調節が大きく関わっていることを理

解します。 

・器官形成のしくみには，生物間で

共通性がみられることを理解しま

す。 

・脊椎動物と節⾜動物の背腹軸の形

成にみられる相違点と共通点を理解

します。 

・Hox 遺伝子群について理解しま

す。 

 

・クローニングの方法や，⽤いる酵

素などの働きを理解します。 

・PCR 法の原理や，⽤いる酵素など

の働きを理解します。 

・電気泳動法の原理を理解します。 

・塩基配列解析の原理や，⽤いる酵

素などの働きを理解します。 

・RNA シーケンスや GFP の遺伝子を

⽤いた遺伝子発現の解析法について

理解します。 

・目的の遺伝子を特定の生物に導入

することで，遺伝子の機能を解析で

きることを理解します。 

 

・ノックイン，ノックアウト，ノッ

クダウンについて理解します。 

・ゲノム編集の利点について理解し

ます。 

・遺伝子組換えによって作出された

生物が，農業や医療に応⽤されてい

ることを理解します。 

・DNA 型鑑定の原理を理解します。 

・遺伝子を扱う際の課題を理解しま

す。 

 

使⽤教科書 第一学習社『高等学校 生物』 

副教材 第一学習社『スクエア最新図説生物 neo』，第一学習社『セミナー生物基礎・生物』 

 

３ 担当者からのメッセージ 

 



確かな学⼒を身に付けるた

めのアドバイス 

理科は暗記科目ではありません。ある現象を覚えるためには，そのしくみや原因 ・背景を 「理解」

することが大切です。そのため，授業中は，「流れ」を意識して学ぶようにしましょう。また，復

習を欠かさないようにし，配付されたプリントや副教材を有効に活⽤してください。そして，納

得できない箇所については，担当教員に質問してください。 

授業を受けるに当たって守

ってほしい事項 

日常生活で生物に関係することで疑問を感じたこと，授業内容で不明な点があれば，そのままに

せずに積極的に質問してください。 

その他のアドバイス 

授業で取り扱った事項については，インターネット検索などを利⽤したり，図書室の本を利⽤し

たりしてより深い知識を得るよう積極的に⾏動してください。生物は日常⾒られる事柄に密接に

関係しています。学んだ事柄を思い出し理解を深めてください。 

 


